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※朝8：30（中根駅は7:30、高田の鉄橋
　駅は8：00）から実施します。

　6月以降、 コロナ禍で途絶えていた各種イベントの復活や拡大、 さら
に新たなイベントの創出などで湊線の定期外利用者が増えてきました。
これは海浜鉄道が開業以来の好決算を記録した、 コロナ禍前年の
2019年にほぼ肩を並べる数字です。 好調の要因はイベント拡大のほ
か、 テレビ番組で沿線地域の放映が続いたことや、 訪日や在住外国人
の利用が増えて来たことも。 夏の沿線地域はまだまだイベントが続くの
で、 さらなる利用者増に期待したいところです。

　7月13日朝、 那珂湊駅西側のハマギク
花壇の下草刈りが、近隣自治会の皆さん
や海浜鉄道・吉田社長らの参加で行われ
ました。 ご協力ありがとうございました。 
このあと、10月にも作業が行われ、 秋の
開花を待ちます。 ぜひ湊線の車窓から線
路脇からお楽しみください。
　この花は、ひたちなか市の花で花言葉
は「逆境に立ち向かう」。 2007年7月に
当時の那珂湊二高の生徒さんが育苗した
1600株を沿線の皆さんが湊線沿線の駅
などに植え、 今も受け継がれています。

　那珂湊近郊の歴史を題材にした 「那珂
湊野外劇」 の第3回公演が、 8月24日㈯・
25日㈰にひたちなか市文化会館で行わ
れます。 入場は無料です。
　今回の題材は、 江戸初期の隠れキリシ
タンのはなし。 徳川家康・伊達政宗の時
代、 那珂湊近郊に多くのキリスト教信者が
居住していた痕跡が残されていますが、 
これをテーマにしたステージで 「きみに伝
える物語～隠れキリシタンとひたちなか」
という公演です。 出演者の多くは公募で
参加した一般人。 毎週土日のきびしい稽
古を続けています。
　公演は24日が午後7時から、 25日が
午後3時開演です。 市文化会館は湊線工
機前駅から徒歩5分、 割引販売中の1日フ
リー切符（600円）の利用が便利です。

「乗車証明書」でおトク!
★乗車証明書は、湊線に乗車したお客様に駅員また
　は応援団が発行する乗車特典のサービスです。証
　明書を参加店舗に提示することにより各店独自の優
　待が受けられます（スタンプ当日限り有効）。現在
　沿線100店（施設）近くが参加し、お買物や宿泊
　などで優待があります。
★サービスは乗車当日なら、何店でも利用できます。
★参加店は那珂湊駅待合室に置かれたチラシ、証明
　書に印刷されたQRコード、海浜鉄道HPまたは応
　援団facebookページでご確認ください。
★乗車証明書裏面に印刷されたQRコードで湊線時
　刻表と応援団facebookページも確認できます。
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駅の環境整備ありがとうございます

　今年，ひたちなか市は誕生30周年を迎えます。
湊線は？というと，今年で111周年を迎えます。勝
田と那珂湊を結ぶ鉄道として1913年（大正2年）
に開業し，その後2度の延伸を経て，1928年（昭
和3年）に現在の終着駅である阿字ヶ浦まで開通
しました。大正・昭和・平成・令和と数えきれな
い人々を運び，地域と人をつなぎ，それぞれの思
い出となっています。そして，これからも地域と人 を々つなぎ続けるために，
新たな延伸事業が進んでいます。
　新たな延伸事業は，コロナ禍の影響などがあり，当初の延伸計画から
変更となりました。新駅１の位置を海浜公園南口付近に変更するとともに，
阿字ヶ浦駅から新駅１までの区間を第１工区，新駅１から新駅２までの区
間を第２工区として工事区間を分割しました。
　国より本年３月４日に鉄道事業基本計画変更について認可をいただき，
３月１１日に第１工区の工事施行認可を申請し，現在，国の審査を受けて
いるところです。この申請が認可されると，いよいよ延伸に向けた事業
が動き出していくこととなります。
　湊線が廃線の危機に陥った時，窮地を救いここまでつないで来られた
のは，おらが湊鐵道応援団など地域の皆様の熱い思いと厚い支援（日々
の活動）があってこそだと感じております。この延伸は実現して完結では
なく，湊線を次の世代までしっかりとつないでいくことが大切です。市と
いたしましても延伸事業が円滑に進められるよう努めてまいります。今後
とも熱い思いと厚い支援をお願いいたします。

湊線に熱い思いと厚い支援を
さん大　 谷　　 宏ひたちなか市企画調整課長

イベント復調で湊線にも活気!！

野菜と海産物の朝市 ■8月4日（日）
　午前9時～11時頃まで
■那珂湊駅1番線ホーム毎月第一日曜日に開催 ※ホームへの入場は無料です。
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ひたちなか海浜鉄道 那珂湊駅  ひたちなか市釈迦町22-2
TEL 029-262-2361　FAX 029-262-5866

　4月に湊線の延伸事業など、 ひたちなか市の公共交
通を担当する職員お2人が異動になりました。 湊線に
感じることや、 思い出を寄稿していただきました。

　昔から，湊線はとても身近な存在でした。という
のも，実家が湊線の沿線にあり，自分の部屋から
は湊線の線路や列車が見え，踏切の音や列車の
音を毎日聞いて生活していました。中高生の時に
夜更かしをしていたとき，終電後に踏切が鳴って，
しばらくするとゴォォォーという大きな音とともに保線
作業の列車が走ってきたことを，なぜかよく覚えて
います。身近とは言いましたが，最寄り駅が金上駅ということもあり，学
生時代には乗車する機会はほとんどありませんでした。
　地元に戻り，市役所に就職してからは，廃線の危機を乗り越えた湊線
を少しでも応援しようと，飲み会の帰りには可能な限り湊線を利用して帰
るよう努めています。また，１０年ほど前には，当時在籍していた社会福
祉課の暑気払いでビア列車を利用し，列車内でビールを飲む貴重な体
験をさせてもらいました。
　本年４月に企画調整課へ異動となり、公共交通担当となったこともあり，
久々に勝田駅から阿字ヶ浦駅間を乗車しました。昼間に乗るのも久しぶり，
且つ全線乗車はビア列車以来でしたが，車窓を見ると，この１０年間で
高田の鉄橋駅や美乃浜学園駅が開業するなど，湊線の沿線も大きく様
変わりしました。ひたちなか海浜鉄道開業後はいい意味で変わり続けて
いますが，湊線にはこれからも変わらずに身近な鉄道であり続けてもらい
たいと思っています。

湊線は身近な存在
さん後　藤　芳　彦市企画調整課　公共交通担当

夏季の周辺道路は渋滞が続き
ます。お出かけは湊線で！夏の沿線はイベント盛りだくさん

期　　　日 イ    ベ    ン    ト 会　　　場
7/27（土） 第28回 ひたちなかドリンクラリー 勝田駅周辺地域
8/1（木）～15（木） 那波多目功一展 市役所那珂湊支所

8/19（月）～9/14（土）屋台の展示（小川町・田中町） 市役所那珂湊支所

8/10（土） 第30回 湊一小地区 盆踊り大会 那珂湊一小校庭
8/10（土）・11（日） 第2回 全国鐵道検定試験 那珂湊駅・鐵道神社・春日ホテル等
8/14（土） 市誕生30周年記念 夏季巡回ラジオ体操 総合運動公園陸上競技場

8/10（土） TEENS ROCK 2024 ひたちなか市文化会館

8/17（土） 第30回 ひたちなか祭り花火大会 陸上自衛隊勝田駐屯地

8/18（日）～9/1（日） みなとメディアミュージアム 2024 那珂湊駅周辺

8/24（土）・25（日） 第3回 那珂湊野外劇 ひたちなか市文化会館
8/24（土） 八朔祭り社頭祭（居祭・弐町目年番） 那珂湊天満宮
9/7（土） 第35回 那珂湊海上花火大会 那珂湊漁港

10/26（土） 第26回 阿字ヶ浦海岸花火大会 阿字ヶ浦海岸
7/27・8/3,10,14,24 阿字ヶ浦海岸ミニ花火大会 阿字ヶ浦海岸

9/14（土）・15（日）・21（土）～23（月） ROCK IN JAPAN FES 2024 in HITACHINAKA 国営ひたち海浜公園

8/18（日） 第30回 ひたちなか祭り 本祭り 勝田駅東口周辺

第3回 那珂湊野外劇
8/24・25 市文化会館で開催

延伸への布石 「キハ100形」3両購入を発表

初穂の季節（7/18・高田の鉄橋ー中根）

ハマギク花壇整備ありがとうございました

　8月18日(日)から9月1日(日)まで、芸術祭「みなとメ
ディアミュージアム 2024」を開催いたします。2009年
の初回から毎年夏に開催をしてまいりましたが、2023
年に私がディレクターとして参加してから隔年開催に変更
となりました。
　14回目となる2024年は、芸術祭全体のテーマを〈 置
き配ではない ─ Not Unattended Delivery 〉として開催します。今回
はあらゆる「表現・活動」を行う「プラクティショナー」と、地域に根ざした「研
究・調査」を行う「リサーチャー」の二つのアプローチに分かれた10組の
出展者たちが、2023年を準備・調査期間として活動をしてきた成果を
那珂湊区域を中心として展開するかたちになります。
　今年から鑑賞入場券と湊線1日フリー切符のセット販売（1,100円）を

実験的に行う予定ですが、基本的に屋外にある作品などは無
料で鑑賞することができますので、ぜひ会期中お立ち寄りいた
だけたら幸いです。より多くの皆さまのもとに、出展者たちの
声や気配の痕跡が行き届くことを願っています。

「列車で落語」「磯遊び号」など新たな利用も

【上】「磯遊び号」で行く 平磯海岸で磯遊び2024・7月6・7日
【左】列車で落語 いばらくinひたちなか海浜鉄道・6月29日。

「キハ205」と「ミキ300-103」は引退へ
　海浜鉄道はこのほど、 JR東日本の大船渡線と北上線で使われた「キハ
100形」気動車3両を購入し、 今年度中に運行を開始、 併せて、 長年親
しまれてきた、1965年製造で国鉄型気動車では現役最古参の「キハ
205」と「ミキ300-103」が引退すると発表しました。 鉄道マニアには
キハ205の現役引退は衝撃らしく、 報道発表直後には海浜鉄道ホーム
ページへアクセスが集中し、 ダウンする事態になりました。
　購入するキハ100形は1990年製造。 同形車は東北地方で現在も活
躍しています。  海浜鉄道によると3
両のうち1両は観光列車とする予定
で、 海浜鉄道の保有車両は1両増え
て3車種計9両になります。
　発表後、 キハ205の貸切運行の
問合せが相次いでいるそうです。キ
ハ205とミキの引退日は、 後ほど発
表があります。

1日フリー切符 割引販売中

花火大会などお出かけは湊線で
600円1,000円 こども300円

JR東日本提供・海浜鉄道HPより


